
ストックポイント活用による拘束時間削減 山形県

--
►荷主企業：団体Cは、単位農協を組合員とする連合組織であり、県全域の各単位農協

が県外に出荷する青果等を取りまとめ加工・販売・輸送する機能を担っている。
品目毎に事業を分けており、本検討対象は、青果物を取り扱っている園芸事業を
対象とする。

►運送事業者：元請運送事業者C-a社は、荷主である団体Cの関連会社である。利用運
送が中心であるが、大型3台、小型20台保有し、実運送も行っている。
実運送事業者C-b社は、青果センター、単協などからの関東等への遠距離輸送の

一部を担っている。その他積み合せ貨物等、幅広い種類の貨物を対象に運送事業

を行っている。
►着荷主着荷主C-c社は、青果卸売会社であり、複数の市場に事業所を設けている。
►荷種

青果物
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●青果物輸送に関するドライバー拘束時間削減

①青果物は、取扱い期間が短く、期間が限定される。
②当初課題が多いとされていた青果物Aのみだけではなく、青果物全般を対象とする。

③青果物の生産者、単協、団体、輸送業者、仲卸、購買者と流通構造が複雑。

④配達先での荷受け方法が区々。
⑤ドライバーが、配荷先で荷受け方法に対する習熟度が必要。

ステーション⇒市場

◎ストックポイントの活用

ステーション内仕分け
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①青果物は、生産期間が限定され、一品種の輸送時期も短い。

②青果物の流通形態が複雑。
③集荷、配荷先が複数あるとそれぞれで手待ち時間が発生。

④市場での待機時間が長く、拘束時間の短縮が困難。
⑤市場での荷受け方法が異なり、ドライバーの習熟が必要。

①集荷、配荷先を集約することにより、拘束時間の短縮を図る。
②まずは、集荷先の集約方法である、ストックポイントの機能検証を行う。

③市場での取扱いについては、同様の課題を共有する他県との協調の中ですすめる。
④着荷主C-c社の取扱いに課題は見られない。
⑤パレット化の推進。

①ストックポイントを活用した場合と、各単協毎に集荷に回った場合の走行時間及び
積込み時間短縮の効果検証を行った。
調査対象期間を10~12月とし、検証した結果、走行時間と積込み回数の削減から、平

均して1台あたり約1時間の拘束時間短縮が見込まれた。
②関係者全体の経済性は、ストックポイントを活用した場合、11月の運行を検証した結

果、全体で約7％のコスト削減が見込まれた。（状況により変化）
③パレット化については、検証対象作業がすでにパレット化されており一定の効果は見

込まれているが、更に推進する。

①ドライバーの拘束時間が短縮され、実運送事業者C-b社の要員確保がなされることは、
団体Cの輸送力確保につながる。

ストックポイントまでの労働力は、配達先での熟練度は必要なく、かつ女性ドライバー
の活用で対応可能。

②ただし、ストックポイントまでの単協からの集約費用の負担をどのように軽減、消化し
ていくかがかが、課題である。

①団体Cの協力の下、ストックポイントの活用、効果を確認できた。

②着荷主の取組について、着荷主C-c社が、荷受け方法を改善し、ドライバーが対応し
やすい仕組みを確立していることから、荷受け方法を統一して、ドライバーの対応習
熟度に係らない方法の必要性を確認できた。

l l


